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吾
人
の
經
濟
生
活
上
、資
本
利
：子
な
る
も
の
が
重
要
な
る
意
義
を
有
す

.る
狀
態
を
資
本
主
.義 

又
は
資
本
主
義
的
な
る
名
稱
を
以
て
表
現
す
る
こ
と
は
。フ
ル
ド
ン
及
び
舊
敎
惻
の
論
客
に
屢 

.、々
見
る
處
で
殊
，に
此

M
:を
以
て
：資
本
主
義
其
者
の
本
質
的
特
徵

W

見
做
な
す

も

の
は
力

I

ベ 

ビ
ュ
ヒ
ャ
ー
で
あ
る

o

即
_:̂
彼
の

」

云
ふ
處

'に
ょ
れ
ば
資
本
主
義
^
る
も
の
は
資
本
が
其
威
力
を 

發
揮
し

a

て
の

|經
濟
的
關
係
を
'特
徵
化
ず
る
組
織
で
あ
る
が
然
し
此
勢
力
は
相
互
の
極
め
て 

狻
雜
：な
狀
態
於
ょ
つ
て

*
親
せ
；ら
る
、
も
の
で
單
に
：企
寒
家
ビ
賃
銀
勞
働
者
の
對
立
的
觖
態 

麻
於
て
の
み

^
す

る

も

の

で

な

く

て

寧

：̂
^
^
^
^
^
^
^
生

產

階

級

が

資

本

家

に

對

し

て

支

拂

義

務 

を
有
す
る
點
で
あ
る
。

K

R
詳
言
す

.れ
ば
地
主
と
家
主
と
は
十
億
を

.以
て
算
ふ
る
抵
.掌
資
金 

0
利
¥
'に
ょ
つ
て
鐵
遨
.ビ
鑛
山

».
ビ
は
其
株
券
又
れ
は
鑛
山
株
券
の
配
當
に
ょ
つ
て
農
家
ビ

製
造

#

ビ
商
入
：ど

_
.彼
等

0
«
營
的
資
本
の
割
引
貸
付
又

.

は̂
勘
定
的
利
子
?

っ
て
勞
働 

者
は
：
.其
賃
銀
の

.刺
餘
に
ょ
っ
て

'最
後
に
國
家

e

市
町
村
と
は
.其
公
債
の
利
子
に
ょ
っ
て
何
れ

も

資
本
家
に
關
係
を
有
す
る

‘

の
會
あ
る
’ミ
ハ
ご
而
し
て
貨
付
資
金
な
る
も
の
が
吾
人
の
經
濟

.

.

.

.
V
. 

. 

. 

.
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-

生
活
上

_重
要
な
る
：意
義
を
有
す
る
に
不
拘
、

」

未
：だ
以
て
近
世
經
濟
生
活
の
特
徵
と
し
て
見
做 

す

.こ
ビ
能
は

：

ざ
.
る
こ
年
を
以
セ

.す
る
も
の
は
近
世
資
本
主
義

,

の
.著
 

有
名
で
あ
る 

V

 4

 

> \

ト
敎
授
で
あ
る
。
同

敎

授

は

同

著

の

最

新

於

て

次

の

如

く

論

じ

て

®

る
，
 

の
で
あ

6-
0

即
ち
資
本
主
義
み
概
念
か
、ら
除
去
す
可
き
も
の

は

經
濟
上
の
.全
過
程

に

沒
交
渉

な
る
貸

®

關
係

' で
あ

る
.。
:'
,
即
ち
自
己
雛
濟
の

' 組
織
を
有
す

を

地
主
'階

級

を

資

本

主

義
の
，

內
容

: 

.
• 

.
+• 

.
,
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.

. 

..... 
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.

.

に
入

.る

、

こ
：ミ
.の
無
意
義
な
'る
と
共
に
吾
人
の
日
常
生
活
上
に
於
け
る
經
濟
の
全
過
程
に
關 

係
な

.：き
：範
圍
內
に
■於
て
公

'共
ゆ
僙
務

'
.又
は
公
共
®
濟
等
を
資
本
主
義
の
中
に
算
入
す

る

こ

ジ
 

は
不
合
理
で
あ
；る

o

尙
ほ
同
時
に
手
工
業
者
が
金

.主
：
は

隸
屬
十
る
こ
ビ
を
以
て
其
鹛
に
資
本

' 

ま
義
の

#

t
る
が
如
ぐ
見
做

.す
の
も
同
じ
く
誤
っ
た
考
で
あ

.る

S

K
ふ
の
で

あ

る

。

(

ニ)

次
ぎ 

に
營
利
的
財
產
ビ
，同
一
意
義

2
:使
用
し
た
資
本
を
基
磷
と
し

?2
經
：濟
的

.：方

.法
を
名
く
る
に
.資 

本
主
義
又
は
資
本

主

、
_

的
な
る

.名
稱
を
以
て

.す
る
も
の
が
あ
る

o
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，者
サ
ル
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V

テ
ル
ス
ハ
ク
ゼ
シ

•の
.如
き
は

.最
迩
；に

•於
け

'る
此
傾
向
の
代
表
着
と
も
見
做
す
可
§
人 

で
あ
る

6

雄
ち

#
^'
»
本
を
以

「

で
刺

.益
を
齎

.
&
#
:に
'必
耍

'な
價
値
：の
處
额
ヒ
な
す
ど
共
；に，資 

:本
.茔

_

に
華
し
で
次
の
如

-き
#;
を
な
し
卞
居
本
の
で
あ
る

0
.「

歴
史
的
の
«
察
ま

 

'吾
人
に
示
す 

R

*
本
な
き

.時
代
の
荐
爹

..る
ど

ビ
を
終
て
ず
る

0:
所
謂

i'
a

生
產
の
音
幼
雜
の
狀

II
に
於 

で
經
濟
抒

■

办
..，
的

6
.
#る
處
ば

0;
己
0

,愁
盡
を
高
接
に
滿
足
せ
し
む
る

.か
然
も
す
ん

f
 5 

教
に
ビ

ヴV

喪
を

*

す
生
產
的
手
段
を

.齋
ら
す
點

G
存
す

る

の
で
あ
る
。又
、交
換
の
如

§

も

3 

上
兩
目
的

0 :
錄
め
に
實
現
ぜ
ら
る

,> 

み
で
あ

る
。
然
る
に
現
時
に
於
げ
る
經
濟
的
方
法
は
以 

±

な
つ
て
資
本
主
，美
で

.あ

.る
。
：何
ん
.匕
な
れ
ば
各
生
產
者
の
間
に
は
交
換
及
消
費
に
關 

t>
て
^

®
に
は
營
利
が
目
的
：が
存

t-
る
..の
.で
あ
る

^
ー)

.
^
。
.®
^
リ
I

フ
マ

I

ン
の
%
き
も

「

K

來 

.の
資
本

.虫
義
的
經

.濟

.時
期

0
特
徵

^J

ず
_る
處
は
企
業
的
資
本
，換
言
ず
れ
ば
菩
人
が
仑
噌
と
獬 

:

ず
る
孤

^

的
營
和
，黯

濟

‘の
組
織
.即
ち
營
利
、經

濟

が

消

«

經
濟
ょ
命
抒

#

的
^
分
離
し
常
に
交 

換
的
經
濟
行
爲
を
大
な

.ら
し
む

f

a

.に
'あ
ダ
ビ
言
つ
て
居
る

0

で

釭

る

。
へ

(

©
»■
く

の

他

く

資

本
 

主

_
を

營

利

經

齡

；笄
見
顧
せ
な
に
對
し
て
っ
第
3

0

資
本
主
義
的
意
義
は
生
產
的
手
段
ビ
し
て 

■̂.資
本
じ
之
れ

rfV

报
；本

_的
.
.
^
'
.
礎
：を
求

.め
\ん
ビ

'す
る

.、％

0 :
vで
.ベ
..1
.
.ム
•
•ハ
V

クH..

ル
'ク

0
骛
本
命

.，̂

.
,

に
あ
る「

資
本
主
義
：的
，生
座
な
：る
表
現
.は
二
重
の
意
義
を
有
す
。
即
ち
之
れ
が

v

は
資
本
的
物 

件

'1
^

遨
具

^

械
等

)

の
.

«
助

1:
:利
用

#
ら

5

>
生
產
ど
他
は
企
業
家
又
は
資
本
家
の
打
算
又 

は
.勢
.力
.
の
-下
に
薇
親
せ
ら
る
：

>
:生
：産

1?
'
あ
る

.
'し
而
し
：
で
，'以
土

0
南
潘
は

..ブ
致
せ
ず
。

故

に
論 

0

は
鹫
本
虫
義
な
る
名
稱
を
以
て
酸

 

一
0 :
'
場
铃
に
逾
用

ボ

ん
と
す
る
も
奴
で
あ
る
。

」

の
如
き 

は
之
ル
妒

' T

微
.で
：あ
る
。金

3玻
に

.
«
,本
主
義
％

.«:
產

^

€
名
，稱
の
下
に

‘重
舞
な
.意
義
を
有
す 

4
も
の
は
マ

r
ク
ス

,及

「
V

ダ
ス
主
義
脔
の
見

»

で
軋
る

'
 

.
マ\

ク
ス
の
資
本
觀
は
、
 

彼
，れ
拉
ょ

0
て
：與

.:.
へ「

ら
れ
し
自

.餘
の
槪
念
ビ
同
じ
く

M

大
に
ビ
つ
て
困
難
な
間

®

で
あ
る
が
、
 

3?
す
る
に
、彼
の
：所
|

綜
淆
し
ま
察
す
る

.時

^
資
ネ
味
勞
働

#

そ
_
取
す
る
こ
で
に
適
用 

せ
‘

る
：
、
生
產
、的
，手
段
及
生
活
必
需
品
を
，
®
味
.す

..

る
'
,
?
共

が

資
，本
虫
義
..的
生
産
方
法

セ

る

も 

の
は
や

,
ク
ス

'
の
剩
餘

.價

.：値
論
の
命
ず
る

.が
如
き
、特
殊
な

.る
意
義
卩
於
七

.資
本

®
.き
：.勞
働
蒋 

が
資
本
家
：声

&

摊
取
せ
ら
る

'>
生

産
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法
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ち
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見
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以

上

資

本

S '
義
の
物
が
考
察
に
黎
し

.七

M

に

Spiritus 

capitalistics 

:

の
見
地
よ
彡
資
本
主
義 

典
者
を
肯
定
せ
ん
ゼ

す

る

も
の
に
：
& '

耳
；義

.0
史
家
ァ
；ン
ジ
！

ビ
レ

^:

ヌ
が
あ
る
。
彼
の
論
せ 

し
處
に
よ
れ
，ば
：經
濟
史
の

■:

區
分
せ
ら

る

る

各
時
期
に
於
け
る
資
本
家
，は

ft
互
に
栩

4

な
つ
こ 

階
級
よ

b
輩
出
し
て
居
る
の
で
あ
る
。換

’言
す
れ
ば
其
時
代
：の
資
本
家
喈
鉍
は
必
す
：し
も
邦
前 

代
の
資
本

,

級
か
，
&

習

せ

し

も

の
で
在
い
o 

g

ち
其
時

代

に
馨
サ
し
資
本
家
で
自
已 

ヵ
氟
境
遇
に
適
合

.す
る

f

e
能
は

:.
ざ
る
こ
と
を
見
出

せ
し

®

合
。
は
彼
等
は
經
濟
上
の
：活
動

〗 

か
ら
&
ざ
か
つ
て
一
純
の
金
權
的
豪
族

^
化

し

、
之

れ

に

.
'
代

ら

て

||
氣

あ

ら

且

つ

企

業

的

精

神
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當

む

新

人

物

な

る
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出

現

せ
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で

あ
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例
者
，十
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、十
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に
於
け
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企
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に
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十
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に
於
け
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業
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の
子
孫
少
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c
、
l
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、十
八
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紀
末
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:初
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失
國
す
他
の
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し
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械

0 .
發
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其
蒸
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應
用
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當
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經
濟
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狀

態
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